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この説明書は、 Microsoft Windows 2000/XP/2003/VISTA がイ

ンストールされた AT 互換機 (DOS/V) に、TNT 製品をインストー

ルするためのガイドです。 不明な点については、 同梱の英文イ

ンストールガイド、 あるいは弊社 ( TEL: 03-3623-2851 ) までお

問い合わせ下さい。
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初めに、 TNTmips Ver.2008:74 をインストールし、

次に、 ライセンスキーのドライバをインストールします。

以上で、 ＴＮＴ mips を起動させるまでに必要なインストール作業はすべて終了となります。

最後に、 日本語を自由に使えるように、 言語の設定を行います。

作業は大きくわけて 2 つです。

①　インストールの準備

②　TNTmips のインストール

③　ライセンスキードライバのインストール

④　TNTmips の起動

⑤　言語の設定

ライセンスキーは STEP ３で接続します。

番外編　TNTlite での起動

TNTmips を使うまで

⑥　パッチの適用

・・・　２

・・・　５

・・・　８

・・・　１３

・・・　１６

・・・　２０

・・・　２３
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①インストールの準備

インストールを行う際、 Windows2000/XP の場合は、 Administrator や管理者権限でログインしてから

作業を行なってください。

新規にライセンスを購入された場合

既存のライセンスをバージョンアップする場合

　ご注文の後、 マイクロイメージ社からバージョンアップコードが提供されます。 弊社からメールまたは FAX

でご連絡します。

TNTmips( ライセンスキー番号 # ○○○○○ ) の 2008:74 用バージョンアップデート

コードが参りましたので、 ご連絡します。

キー番号 # ○○○○○ 用 V74 バージョンアップコード :

******************************

1111 AAAA 2222 BBBB

******************************

16 桁の 16 進数です。 入力時、 スペースはなくても構いません。

　ライセンスキーと一緒に、 インストール用 CD-ROM が同梱されています。

 すでに、 TNTmipsV2008:74 がコンピュータにインストールされている場合は、 CD-ROM からインストールする

必要はありません。 ③の 「ドライバのインストールとキーの差し込み」 を行ってください。 もしも、 CD-ROM を

使って再インストールしたい場合は、 一度 TNTmips をアンインストールしてから再インストールしてください。

バージョンアップコードは、 インストール時に使用します。

WindowsXP(Home/Professional) が “Service Pack3 （以下、SP3）” であるか確認してください。 “Service 

Pack2” をお使いの場合は、 Windows Update で SP3 にしてください。
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すでに TNTmips Ver.2008:74 をダウンロードしてお使いであれば、 30 日間の試用期間が切れるまで、

そのまま継続してお使いください。 期間が切れた時点で、コード入力を促されますので、その際、バージョ

ンアップコードをお使いください。

バージョンアップコードをお知らせした日付以降に作製された TNTmips Ver.2008:74 をダウンロードして

使う場合、 ソフトウェアにご注文のライセンスキーの番号がすでに登録されていますので、 コード入力の

必要はなくなります。

マイクロイメージ社 TNTmips2008:74 ダウンロードサイト ：

http://www.microimages.com/downloads/tntpatch/v74release.htm

　このページから TNTmips の “フルバージョン (Full)” または “ミニバージョン (Minimal)” のいずれかを

ダウンロードしていただくことができます。 フルバージョンとミニバージョンの違いは以下の通りです。

フルバージョン ： 最新の TNTmips、 チュートリアル、 サンプルスクリプト、 利用可能な
　　　　　　　　　　　全ての言語を含む （Windows の場合、 276Mb 程度）

ミニバージョン ： 最新の TNTmips のみ （Windows の場合、 122Mb 程度）

　バージョンアップの場合は、 TNTmips の入った CD-ROM は送付されません。 お手数ですが、 バージョンアッ

プ用のソフトウェアを、 以下のマイクロイメージ社のサイトからダウンロードして下さい。

　初めてインストールされる方は、 フルバージョンをダウンロードされることをお薦めします。
ミニバージョンは、 パッチの適用やアップデートなどのような場合に使用します。

TNTmips のインストール用 CD-ROM が必要であれば、 弊社へご連絡ください。

※両方ともサンプルデータは含みません。
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　Windows -Intel or AMD の欄から、 お使いの

コンピュータにあったものを選択してください。

ここでは、 32bit(2000、 XP、 Vista） のフルバ

ージョンを選んでいます。

　お使いのコンピュータの適当な場所

に保存してください。

最新の TNTmips は Web からダウンロード
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TNTmips のインストール

　CD-ROM をドライブにセットします。 自動的にこの

ような画面が現れるはずです。 何も表示されない場

合は、 マイコンピュータを開き、 CD-ROM ドライブ

をダブルクリックします。

　タイトルが現れたら、 一番上の [Install...] ボタンを

押します。

　＜ Select Item to Install ＞ ウィンドウが表示され

ますので、 一番上にあります ［TNT products］ が

選択されていることを確認して [OK] ボタンを押し

ます。 ＜ InstallShield Wizard ＞ウィンドウが立ち上

がります。

　ダウンロードした zip 形式のファイルを解

凍し、 解凍したフォルダ内にある setup.exe

をダブルクリックします。 ＜ InstallShield 

Wizard ＞ウィンドウが立ち上がります。

以下は共通です。

CD-ROM からインストールする場合 ダウンロードしたファイルを

インストールする場合

②
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　License Agreement というタイトルのウィンドウが

現れます。 記載内容を確認したら [Yes] ボタンを

押し、 次に進みましょう。

　今度は Customer Information というタイトルの

ウィンドウが現れます。 それぞれ上段にはユー

ザー名を、 下段には組織名を入力して下さい。

　入力が終わりましたら、 [Next] ボタンを押しま

す。

  ＜ InstallShield Wizard ＞ウィンドウの [Next]

ボタンを押します。

　インストール先を確認してきますので、 デフォル

トのままで良ければそのまま [Next] ボタンを、 変

更したい場合は [Browse...] ボタンを押して保存先

を指定してください。
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　Select Features というタイトルのウィンドウが出

てきます。 ここでインストールする中身を選ぶこと

ができるのですが、 通常はマニュアル、 サンプル

スクリプト等も含めて丸ごとインストールしておく

ほうが、 後々便利ですので、 そのまま [Next] ボ

タンを押してください。

　Start Copying Files というタイトルのウィンドウ

が現れます。 設定を確認したら [Next] ボタンを

押しましょう。

　インストールが終わりますと、 このようなウィンドウ

が現れます。 [Finish] ボタンを押し、 ウィンドウを閉

じます。

以上で TNTmips のインストール作業は終了です。

TNTmips（製品版）

として使用される場合

TNTlite（フリー版）

として使用される場合 

次の「③ドライバのインストール
とキーの接続」へお進みください。

「番外編 TNTlite として利用する場
合」へお進みください。
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③ ドライバのインストールとキーの接続

既にドライバがインストールされている場合は、この作業を行う必要

がありませんので、作業④へ進みましょう。

　左下のスタートメニューより、 すべてのプログラ

ム ＞ MicroImages ＞ TNT Products 2008-74 ＞

License Configuration を選択してください。

　以前のバージョンでの設定を引き継ぐかどうか聞い

てきます。 初めてインストールされる方は ［いいえ

(N)］ ボタンを押して次へ進みましょう。

　＜ Notes ＞ウィンドウが現れます。 [OK] ボタンを押します。

　＜ TNT Product License Configuration ＞ウィンドウが現れます。

今回は、 HASP ライセンスキーのドライバをインストールしますので、

［HASP license key on USB or parallel port:］ がチェックされているこ

とを確認して、 [ ＯＫ ] ボタンを押します。
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　「ライセンスキーを差し込み、 キーが点灯しているか

を確認し、 よければ [OK] を押してください」 というメッ

セージがでます。 キーを差し込み ［OK］ ボタンを押し

ます。

　キーを抜いてから [OK] ボタンを押すと、 ライセンスキーのドライバの

インストールが始まります。

　 ド ラ イ バ の イ ン ス ト ー ル が 終 わ る と、 ＜ The 

operation was successfully completed ＞というメッ

セージが現れます。

　＜ Question ＞ウィンドウが現れますので、 [ はい ]

を押して、 次へ進んで下さい。

　キーを差し込むと 「HASP4 USB 1.33 のドライバソフ

トウェアをインストールする必要があります」 というメッ

セージのウィンドウが開きますが、 ［キャンセル］ ボタ

ンを押してこのウィンドウを閉じます。
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 タスクバーに、 このようなメッセージが表示されます。

＜ Information ＞ウィンドウの [OK] ボタンを押して、 ドラ

イバのインストールは完了です。

タスクバーに 「使用準備ができました」 というメッセージが

表示される前に [OK] ボタンを押すと、 エラーメッセージが

現れる場合がありますが、 ドライバのインストールは完了し

ています。

 次に＜ Information ＞ウィンドウが現れます。 このウィンドウが出

たら、 コンピュータにライセンスキーを差し込みます。

ピーシー・カード

PCcard
H A S P

ユー・エス・ビー・キー

USB
H A S P

Parallel
パラレル・キー

 Windows で使用できるライセンスキーには、 HASP USB キーの他、 パラレルキーや PC カード

の 3 種類があります。

参考

［OK］ ボタンはまだ押さないで下さい。
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手動でドライバを操作する方法

　スタートメニューから、 すべてのプログラム＞アク

セサリ＞コマンドプロンプトを選択してください。

　うまくインストールすることができない ... という場合は、 手動でドライバをインストールしてみましょう。

　プロンプトが C:\Program Files\MicroImages\TNT_74> に変わっ

たら、

と入力します。

注）　は半角スペースを表しています。

と入力し、 ［Enter］ キーを押します。

hinstall -i

TNTmipsV74 を保存してあるフォルダへ移動します。

Ｃ :\Users\ ユーザー名 > （Windows XP の場合、 C:\Document 

and Setting\ ユーザー名 >） の行で、

C:\Program Files\MicroImages\TNT _74cd

キーのドライバのアンインストールが必要になるかもしれません。 その場合は、 インスト

ールガイドの最後にある 「キーのドライバのアンインストール」 をご覧下さい。
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　＜ Aladdin HASP HL Run-time Environment Installer v.5.22 ＞ウィンドウ

が現れます。 ［OK］ ボタンを押してウィンドウを閉じてから、ライセンスキー

をコンピュータに差し込みます。

参考

　hinstal l - instal l ではなく、 hinstal l - info とすると、 ドライバのバージョンなどの情報を見

ることができます。

　タスクバーにこのようなメッセージが表示されたならば、

インストール完了です。
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Windows を再起動し、 早速 TNTmips を起動してみましょう

　起動方法はいたって簡単です。 スタートメ

ニューの、 すべてのプログラム＞ MicroImages

＞ TNT Products 2008-74 ＞ TNTmips を選択

します。

④ の起動TNTmips

　< メインメニュー > と一緒に、 TNTmips の操作方法についての資料のインデックスが表示されることがあ

ります。 インデックスが表示された場合は、 ［閉じる］ ボタンを押してウィンドウを閉じます。

　インデックスには Quick Guides 用、 Technical Guides 用、 Tutorials 用、 News 用といったように様々な

種類がありますが、 ここでは例として Quick Guides 用のインデックスウィンドウを載せています。

　［Main]、［Raster］、［Geometric］、［Convert］、［Script］、［Tools］、

［Help］ が配置されたウィンドウが現れます。

　TNTmips で行なう処理はすべてこのウィンドウから始まります。

このウィンドウを＜メインメニュー＞と呼びます。
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　[Main] から [Exit] を選択し、 TNTmips を終了します。

　このように、 画面全体が暗くなっているのは” Bachdrop” 機能が有効になっているためです。

TNTmips のウィンドウを見やすくするための機能なのですが、 この機能が有効になっていると、 TNTmips の動き

が遅くなることがあります。

　この機能は MicroImages X Server で設定されています。 設定を

解除するには、 まず画面右下の ［MicriImages X Server］ ボタン

を押します。

　＜ MicroImages X Server Preferences ＞ウィンドウが現れます。

［Show backdrop in Windows Desktop mode］ のチェックをはずし、

［OK］ を押します。

TNTmips を再起動すると、 変更が適用されます。
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参考
　インデックスウィンドウが現れるのは、TNTmips の起動回数によります。 しかし、News 用のインデックスウィ

ンドウだけは、 毎日 1 度だけ表示するか、 1 週間ごとに 1 度表示するか選択できます。

　出現頻度の切り替えは、 News 用のインデックスウィンドウで行います。 このウィンドウの一番下に、 “Only 

show news once per week” というメッセージの横にトルグボタンがあります。 このトルグボタンを押した状態

にしているとこのウィンドウは、 1 週間ごとに表示されます。 また、 トルグボタンが押されていない状態ですと、

毎日表示されます。

　New 用のインデックスウィンドウが開く際、 TNTmips の起動が遅くなってしまいます。 気になられる場合は、

1 週間ごとに表示する設定にしてください。
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TNTlite として利用する場合

　TNTlite は、 TNTmips の解析機能はそのままで扱えるデータサイズに制限をかけた無料版 NTNTmips です。

TNTlite を起動しようとしているコンピュータで TNTmips （製品版） を一度でも起動したかどうかによって、

TNTlite の起動手順が変わります。 ここでは、 その起動手順についてご紹介します。

TNTmips を起動したことのあるコンピュータで TNTlite を起動する場合

　画面左下の ［スタート］ ボタンから、 すべてのプロ

グラム＞ MicroImages ＞ TNT Products 2008-74 ＞

License Configuration を選択します。

[ Free TNTlite license] を選択します。

　再度、 スタートメニューからすべてのプログラム＞

MicroImages ＞ TNT Products 2008-74 ＞ TNTmips を選

択すると、 TNTlite が起動します。
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[ Free TNTlite license] を選択します。

　この場合、 「アクティベーションコード」 が必要になります。 マイクロイメージ社のサイトにある TNTlite 専用の

レジストリフォームに必要事項を記入すると、 マイクロイメージ社からアクティベーションコードが送られてきます。

このコードの有効期限は 3 日間ですが、 何度でも発行できます。

　スタートメニューから、 すべてのプログラム＞

MicroImages ＞ TNT Products 2008-74 ＞ License 

Configuration を選択します。

TNTmips を起動したことのないコンピュータで TNTlite を起動する場合

＜ TNTlite Activation ＞ウィンドウが現れます。

　右下の ［Get Code... ］ ボタンを押し、　マイクロイメージ社のレジス

トリフォームにアクセスします。 また、 下記の URL からもレジストリ

フォームにアクセスできます。

マイクロイメージ社　TNTlite Activation ：
http://www.microimages.com/tntlite/register.htm
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Reseller Code: には弊社のコードである、JP807 とご入力ください。

　必要事項を記入し、 ［Request Activation］ ボタンを押します。

ネットワークの接続タイプは “Yes”、“No” のどちらかを選択します。 ダイヤルアップ接続の場合は “Yes”、

それ以外の場合は “No” を選択してください。

　マイクロイメージ社から、 アクティベーション

コードが記載されたメールが届きます。
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　＜ TNTlite Activation ＞ウィンドウへ戻り、 「E-mail 

Address:」 欄と、 「Activation: ] 欄にユーザー様のメールア

ドレスとアクティベーションコードを入力します。

　再度、 画面左下のスタートメニューから、 すべてのプロ

グラム＞MicroImages＞TNT Products 2008-74を選択し、

［TNTmips］ を選択すると、 TNTlite が起動します。
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⑤ 言語の設定

　通常のインストールは既に完了しておりますが、 日本語を自由に使用できるように設定を変更します。

　[Interface] タブパネルにいることを確認して、 [Language] 欄で [Japanese] を選択します。 言語を変更すると、

“Change will apper in next session” というメッセージが現れますので、 [ ＯＫ ] ボタンを押してこのウィンドウを

閉じます。

　最後に、 ＜ General System Preferences ＞ウィンドウの [ ＯＫ ] ボタンを押してメインメニューに戻ります。

　TNTmips を再起動するために、 メインのウィンドウも

終了します。

　ＴＮＴ mips を再起動すると、 日本語メニューに変わります。

言語の設定

TNTmips を起動し、 メインメニューより、

[Tools]>[System]>[Preferences...] を選択

します。
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フォントの設定

フォントも変えることができます。

　［ツール］ ＞ ［システム］ ＞ ［フォント ...］

を選択します。

　＜インターフェイス フォントリスト選択＞ウィンドウが現れ

ます。 このウィンドウ上段にある 「利用可能なフォント」 は

利用できるフォントの一覧で、 中段にある 「使用するフォ

ント」 は実際に使用しているフォントの一覧です。

　size 列に数字が書いてあるフォントは、 “ビットマップフォ

ント” です。 「利用可能なフォント」 欄からビットマップフォ

ントを選択し、 ［加える］ ボタンを押すと、 選択したフォント

が 「使用するフォント」 欄に移動します。

　また、 size 列に scalable と表示されているフォントは “ス

ケーラブルフォント” です。 スケーラブルフォントを使用す

る場合、 フォントサイズを指定する必要があります。

　「利用可能なフォント」 欄からフォントを選択し、 ［加える］

ボタンを押します。



-22-

　一般的に、 「使用するフォント」 欄の上の行ほど優先的

に使われます。 ただし、 ビットマップフォントとスケーラブル

フォントを一緒にセットしている場合は、 スケーラブルフォン

トが優先的に使われます。

　TNTmips を再起動すると、 フォント設定が有効になります。

　「使用するフォント」 欄からフォントを削除するには、 こ

の欄からフォントを選択して、 ［削除］ ボタンを押します。

　選択したフォントが 「使用するフォント」 欄に移動

します。

　＜プロンプト＞ウィンドウが現れます。 フォントサイズ

を指定して、 ［OK］ ボタンを押します。

　フォントの順番を変えるには、 フォントの上で右クリックし、

[Move Up］ を選択すると上に移動し、 [Move Down］ を選択

すると下に移動します。 英数字フォントは上の行に設定して

ください。
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⑥

 　TNTmips を使っていると、 エラーメッセージが出て処理が出来ない場合や、 処理途中でフリーズしてしまうなど

の問題にあたることがあります。 これらの問題は、 様々なことが原因として考えられますが、 TNTmips 自体の問

題であれば、 “パッチ” をあてることで問題が解決する場合があります。 ここでは、 マイクロイメージ社が毎週更

新している最新のパッチの適用方法について解説します。

　マイクロイメージ社のサイトから、 ご使用中のコンピュー

タにあった TNTmips のミニバージョンをダウンロードし

ます。 ここでは [Windows］ 欄の “Windows XP,2000 

32-bit” の “ミニバージョン” を選びました。

　ダウンロードが終わると、 ＜開いているファイル - セキュリティの警

告＞ウィンドウが現れます （ＶＩＳＴＡの場合）、 そのまま実行します。

　This setup will perform an upgrade of 'MicroImages TNT Products 

2008:74' . Do you want to continue? というメッセージが現れます。

　［はい （Y）］ を押して次へ進みます。

　＜ InstallShield Wizard ＞ウィンドウが現れます。

以後、 ② TNTmips のインストールと同じです。

パッチの適用が終わりましたら TNTmips を再起動します。

パッチの適用
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　＜メインメニュー＞から ［ヘルプ］ ＞ ［この TNTmips に

ついて．．．］ を選択します。

　＜プロダクト情報＞ウィンドウが現れます。 このウィンドウにはお使いの TNTmips についての様々な情報が記

載されています。

現在適用しているパッチの公開日の確認

　インストールしたＴＮＴ mips に関する情報を表示します。

インストールした TNTmips のバージョンを

表示しています。

起動しているライセンスの種類によって次のように表示されます。

シングルライセンス serial number : キー番号

フローティングライセンス　serial number : キー番号 （floating）

TNTlite   TNTlite

パッチの公開日を表示しています。
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　既に同じバージョンの TNTmips が

インストールされている場合、 新たに

インストールすることができないことが

あります。 そんな時はアンインストー

ル ( 削除 ) をしてください。 詳しくは、

このガイドブックの後半をお読みくださ

い。

シリアルキーが
認識しないのは何故？

TNTlite を別に
インストールする必要はあるの？

インストールができないで
終了してしまう

　ありません。 TNTmips の起動前にスタートメニューからすべ

て の プ ロ グ ラ ム ＞ MicroImages ＞ TNTproducts 2008-7.4 ＞

Lisence Configuration を選択して、 ［Free TNTlite License］ に

切り替え、 ［OK］ ボタンを押すことで、 TNTmips から TNTlite へ

変更されます。 TNTmips へ戻す場合も同様です。

昔の設定を
引き継ぎたいときは？

　COM ポートは間違っていません

か？ ＜ License Configuration ＞

ウ ィ ン ド ウ の ［Serial license key 

on port:］ にチェックして、 正しい

COM ポートを選択すると認識され

ます。

インストール先を
変更できますか？

　インストール途中に

「Do you want to transfer 

sett ings from a prev ious 

product installation?」

と聞かれましたら、 ［はい (Y)］

ボタンを押し、 今まで使用して

きた TNTmips のインストール

フォルダを選択します。 すると

フォント設定などを引き継ぐこ

とができます。

　できます。 インストール作業中

に 出 て く る Choose Destination 

Location というタイトルのウィンドウ

の右下にある ［ Browse... ］ ボタン

を押すと、 インストール先を変更す

ることが可能です。

ver.7.4 の最新情報！

　マイクロイメージ社は、 パッチ （新し

いバージョンがリリースされた後に発見

されたバグやエラーの修正プログラム）

を毎週水曜日に更新します。 日本では

木曜日か金曜日にダウンロードが可能

です。
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　スタートメニューから、 コントロールパネルを選択します。

プログラム＞プログラムのアンインストールを選択します。

　MicroImeges TNT Products 2008 ： 74 をダブルクリックします。

　アンインストールを行う場合は、一番下の Remove( 削除 )

を選択します。 ［Next］ ボタンを押します。

TNTmips のアンインストール

TNTmips のアンインストールはライセンスキーを抜いてから行ってください。
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　本当に削除していいか、確認のウィンドウが現れますので、

［OK］ボタンを押します。 アンインストール処理が始まります。

　C ドライブ内の様々な場所に、 設定ファイルやログファイルを保存している “MicroImages” というフォルダがあ

ります。 これらのフォルダは、 手動で削除します。

Windows XP の場合　

　C:\Program Files とマイドキュメント内に “MicroImages” が残っているので、 それを削除します。

Windows Vista の場合　

　C:\Program Files とドキュメント内に “MicroImages” があります。 また、 デフォルトでは 「隠しフォルダ」 にな

っていますが、 C:\Program Data と、 C:\ ユーザー / ユーザー名 /AppData/Local にも “MicroImages” がありま

す。 “MicroImages” は全部で４つありますので、 これら全てを削除します。

　無事アンインストールが終わると、 “Uninstall Complete”

というメッセージが現れます。 メッセージを確認しましたら

［Finish］ ボタンを押してこのウィンドウを閉じます。
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参考

　Windows Vista での隠しフォルダの表示

① ス タ ー ト メ ニ ュ ー か ら ［ コ ン ト ロ ー ル パ

ネル］ を選択します。

② ［デスクトップのカスタマイズ］ を選択

します。

③フォルダオプション欄にある ［隠しファイ

ルとフォルダの表示］ を選択します。

④詳細設定欄の ［すべてのファイルとフォ

ルダを表示する］ をチェックします。
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　スタートメニューから、 すべてのプログラム＞アクセサリ

＞コマンドプロントを選択します。

　TNTmipsV74 が保存されているフォルダに移動します。

Ｃ ： Users\ ユーザー名 > （（Windows XP の場合、 C:\

Document and Setting\ ユーザー名 >）） の行で、

と入力します。

　プロンプトが C:\Program Files ￥MicroImages ￥TNT_74>

に変わったら、

と入力し、 ［Enter］ キーを押してください。

hinstall -fremove

注）　は半角スペースを表しています。

C:\Program Files\MicroImages\TNT _74cd

キーのドライバののアンインストールは、 ライセンスキーを抜いてから行ってください。



-30-

　ドライバのアンインストールが終わりますと、 “The operation was successfully completed” というメッセージが

現れます。 ［OK］ ボタンを押し、 このウィンドウを閉じます。

　この操作で、 プログラムが実行しない場合は、 パソコンを再起動し、 もう一度実行してください。
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最新情報は

w w w. o p e n g i s . c o . j p

にて

随時提供しております
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株式会社オープン GIS

〒 130-0001 東京都墨田区吾妻橋 1-19-14

TEL (03)3623-2851

FAX (03)3623-3025

URL http://www.opengis.co.jp/

　　E-mail info@opengis.co.jp


